
点数　各項目20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1242 備えあれば 一般審査員A 17 15 14 18 13 77 これはユーモア色が強い怪談かもｗｗｗ。〇ィズニーランド
のホラーバージョンみたいなことすんなやｗｗｗ。「ちょ
うどよい廃墟感を演出する」のところで少し笑ってしまっ
た。なんか、ちょっとシュールで、こっちを笑わせようと
する意図を感じるんだよね。私だけかな～。文章のリズム
もいい。とはいえ、本当にこんなバイトがあるなら不気味
だし、笑ってるやつは不謹慎だと思う。その点を考慮する
とやっぱりユーモアだけじゃなくて、怖い怪談でもあると
思った。この廃墟に入る前に誰かに相談しよう。それと、
ボランティアなのかバイトなのか。どっちやねん。

1242 備えあれば 一般審査員B 8 6 8 6 7 35 首吊りを発見して、警察に連絡しないで自分で下ろして処
理するんですか？リスクしかないバイトの日給はいった
い、いくらになるんでしょうね。この話のオチを変えると
したら、月末にもらった給与明細には税金免除と記載され
ていました。的な感じでも良かったと思います。

1242 備えあれば 一般審査員C 16 20 20 12 12 80 独特な世界観のある作品だと感じました。雇用主の「何事
も準備が大切です。◾️にたいときに◾️ねないなんて、かわ
いそうでしょう……」というセリフがまた不気味な世界観
を演出しているな～と感じました。回収したイブツは何か
に使われたりしているのでしょうかね～

1242 備えあれば 一般審査員D 14 15 16 14 15 74 この人は何をしているのだろう、と気味悪く思いながら読
み進めて気持ちが悪いまま終わりました。まさか？と思い
もう一度読み直してみましたが、やはりそういうことなの
でしょう。この空間を用意している雇用主が不気味すぎま
す。どうしてこんなことをしているのか、なぜこんなことを
始めたのかとても気になります。人を「イブツ」と言ってし
まうこの人自身もかなり歪んでいますが…この空間に辿り
着いてしまう人たちも、なぜそうなるのか謎が多すぎてと
ても気持ちが悪い。ですが、心が弱った人にだけ見付けら
れるような空間に存在しているのかもしれない、と少し
思ってしまいました。すっきりした文体で読みやすく、興
味深いお話でした。

1242 備えあれば 一般審査員E 18 17 16 17 17 85 これこそ、まさに闇バイトと言えるのではないだろうか。
とっさに▪にたいときに、「なんてありがたい」と思っても
らえるかどうか、なにしろ利用者に感想は聞けないんです
ものね。人様のために準備をしてあげるバイト、人のため
に役立っているお仕事は気分がいいのでしょうか。きっと
報酬がいいのでしょう、そう思ってしまう。この雇用主の
怖さはボランティア活動をするためにバイトを雇ってまで
しているということ。「ボランティアですよ」と言ってい
る声がわたしには微笑みながら「趣味ですから」と聞こえ
てきた。手順など映像として読んでいける作品でした。

1242 備えあれば 一般審査員F 18 16 17 15 15 81 ある意味闇バイトですね。こんなマニュアルがあるバイト
が存在していたら嫌ですが、かなりダークですね。廃墟の管
理人とはいえ、自殺の手助けをするなんていただけない。
雇用主のセリフがまたヤバい。ボランティアだなんて、ど
ういう思考なんだろうと思ってしまう。でも、そもそも死
にたいと思ってわざわざ廃墟に入る人なんているのでしょ
うか？中にはいるのですかね。文の冒頭のところ、肝試し
でもお似合いな、の文は、肝試しにでも…と〝に〟をいれ
るか、肝試しにも相応しい、というような書き方をする方
が意味が伝わりやすくなると思います。

1242 備えあれば 一般審査員G 18 17 16 10 16 77 うわぁ…なかなか凄いバイトだなぁ汗　文章構成も上手い
のでとても読みやすく、情景が浮かんでくるので凄い想像
して読んでしまいました。“それだけのバイト”という短い言
葉が凄く印象的で、なかなかのインパクト！！とはいえ時
給ってどの位なんだ？とも思ってしまった私ですが…怖さ
もなかなかだったので高得点としました。

1242 備えあれば 一般審査員H 19 18 18 17 18 90 あわわわ！怖ぇー！となりました。読了後の後味の悪さっ
たらありません。怖さ、雇用主のこれはボランティアだと
言うセリフ。よくもまあ、ぬけぬけと。明らかに愉しんでる
でしょ？と思いました。それ以上に主人公が怖かったです
が。要は首吊り〇体を降ろしては、次の首吊り用の輪っか
を作るわけでしょう？それを、バイトだ、と割り切る。め
ちゃくちゃ怖いですよ。なので高評価となりました。鋭
さ、ここも余分な表現は一切省いて、最低限の描写と情報
で読み手に登場人物2人の異常性を示している点に鋭さを感
じました。新しさ、舞台は廃墟なので珍しくは無いのです
が、、「ちょうどよい廃墟感を演出する」という辺りから何
やら不穏な空気。〇にたい時に〇ねないなんて可哀想で
しょう？という動機でまさかの自〇の場所提供のための廃
墟だったとは！その時点で狂ってますが、主人公が〇体を
「イブツ」と表現し、さしたる痛痒も感じていないサイ
コっぷり。いや、主人公てこんなん！？それで良いの
か！っと。というわけでの高評価です。ユーモアさ、登場人
物2人の異常性です。自〇するための廃墟を提供する事を、
穏やかに「ボランティア」だと行ってのける雇用主。実際
に事が起こった時に「イブツ」と割り切って粛々と作業を
進める主人公。あくまでバイトだ、と割り切って。ここま
で来ると笑えてきます。しかも、この人間が持つ異常性。自
分の中にも無いとは言いきれない。皮肉なものを感じます
ね。痛烈なユーモアさ、があります。さて、意外性、敢えて
幽霊が出る怪異譚にせずに、生きてる人間の異常行動で怖
さを表現した事です。だいぶ思い切ったやり方だと思いま
す。筆者の力量ですかね。下手を打つと、何だこりゃ？訳が
分からん。。となりかねませんが、上手いですね〜。

1242 備えあれば 一般審査員I 15 12 11 12 11 61 怖い話というより犯罪なのではないかと自殺幇助にはあた
らないいでしょうか。そんな仕事はすぐに辞めたほうがい
いのではないだろうか。犯罪とギリギリのラインなの？っ
てめちゃくちゃ悩むお話でした。おかけで怖さを感じな
かった（笑）

1242 備えあれば 一般審査員J 15 15 18 18 14 80 ブラックユーモアを超えた非常にどす黒い人怖なボラン
ティア活動で怖さがあった。

合計 158 151 154 139 138 740

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1140 おもひでぽろぽろ 一般審査員A 18 16 15 15 16 80 やはり本当に怖いものは人間なのだな、と再認識させられ
た。この怪談の一番のポイントは人間の怖さである。人間
の怖さとともに、人間以外のものの怖さも若干表現されて
いるところも、ポイントが高い。一方で、シュールさやユー
モアさがあるかというと、最後の皮肉はどちらかといえば
「怖さ」や「意外さ」に加点されるのではないか。「笑え
ること＝ユーモア」というわけではないが、「怖さ」と
「ユーモア」の両立はそれほどまでに難しいものである。
とはいえ、その両立がなされているかどうかの判断は、人
によると思う。あと、社会的・倫理的な問題も孕んでいる
ため、こちらも考えさせられた。タイトルがいいのか悪い
のかは、最後まで判断できなかった。

1140 おもひでぽろぽろ 一般審査員B 10 8 10 7 8 43 妖怪かUMAからの親ヒトコワですか。連れて行こうとした
者を掘り下げる流れを親怖に逃げた感じがして残念でし
た。

1140 おもひでぽろぽろ 一般審査員C 16 16 14 18 18 82 最後の一文「あのまま連れてかれればよかったのにね」
が、ゾットしました。よく親が子供に対して「悪い子は妖
怪に連れていかれるぞ」と脅すことが有りますし、それは
本気で言っているわけではないとすぐに分かりますが、そ
れを文章にして文末でボソッと書かれることで、本気で
言っているのでは？と不安に駆られるましたので、ユーモア
さと意外さに得点を高めに付けました。

1140 おもひでぽろぽろ 一般審査員D 17 18 17 16 18 86 読み終わった時思わず息を飲みました。この方を狙ってい
たものは何だったのでしょうか。きっとどこかに引きずり
込もうとしていたのだとは思いますが…得体が知れないも
のほど、赤ちゃんというエネルギーに溢れた存在に魅かれ
てしまうのかもしれませんね。そして、母は本能的に子を
守るもの、という思っていました。しかし、何かがきっか
けでそうでなくなってしまうこともあるのですね。悲しい
です。本当に怖いのは目身に見えない何か、より生きている
人間だなと思わせてくれたお話でした。

1140 おもひでぽろぽろ 一般審査員E 18 15 16 14 17 80 物心ついてから母親にそんな話をされたことに恐怖を感じ
る。当事者には記憶がないことを、わざわざ伝える母親の
真意は何なのだろう。「あのまま連れてかれればよかった
のにね」とは、子どもにとって今より幸せになれるからな
のか、それとも母親に利益があるからなのかどちらだろ
う。そして、粘性を帯びた液体、生魚のような臭いの表現
から近くに沼や池などがあり、母親は住んで居る所がそう
いう事象が起こることを知っていたのでしょうか。もしか
すると、正体も知っていたし子供がどうなるのかもわかっ
ていた。これは、そんな母親の奥深い闇があの一言に詰
まっている気がした。

1140 おもひでぽろぽろ 一般審査員F 18 16 16 15 17 82 これは怖い。起こった現象も不可解で怖いし、お母さんの
発言も怖い。赤ちゃんの頃、何者かに連れて行かれそうに
なったらしい主さん。連れて行こうとしていたのは一体何
者だったのか。生魚のような臭いやぬるぬるした液体とい
うのも嫌ですね。そして、お母さんの言葉。連れてかれれ
ば良かっただなんて。だから主さんを施設に入れたのか。
怪異の怖さとヒトコワ、両方が味わえるいい作品だと思い
ます。

1140 おもひでぽろぽろ 一般審査員G 16 15 15 10 15 71 なんとも切ないお話しですね…霊的な話だけではなく、人
怖な要素も満載な…。しかも人怖的な部分の方が私は怖い
なぁと感じたし、同時に可哀想だなぁとも思いました。実
の母親ですからね。もちろん霊的な部分も気持ち悪いやら
恐ろしいやら…。しかしその粘液的なものとかは何だった
んでしょうか。色々な疑問も浮かびました。なかなかのイ
ンパクトある怪談だったと思います。

1140 おもひでぽろぽろ 一般審査員H 18 18 17 13 18 84 ゾワッと、総毛立つ想いがしました。とても残酷なストー
リーですね。怖さ、主人公が得体の知れない何か、に具体
的な何か危害を加えられるような場面は無いのに、粘性を
帯びた液体がこびりつき、という表現がとてつもなく気色
悪く、怖い。母親の唯一発した言葉も、、恐ろしいです。鋭
さ、「母親から一度だけ聞いた話」から始まり赤ん坊だっ
た主人公を襲った怪異、母親の最後の言葉。敢えて徹底的
に冷淡に、突き放したような表現。という訳で高評価とし
ております。新しさ、特に小窓からの侵入者の姿さえ分から
ない、粘液が残っていた痕跡のみ、にも関わらず存在感が
確かに感じられる点です。こういう「何か恐ろしい者」の表
現方法もあるのか、と。ユーモアさ、ここは物語の性質
上、汲み取るのは難しかったですね。最後の母親の台詞
「あのまま連れてかれればよかったのにね」が、「一度で
も、アレに触れられたら無事では済まない。ならばいっ
そ。。」ということなのか、はたまた、「アレに触れられた
子供など、もはや要らぬ」という意味なのか、、？せめて親
子の微笑ましい場面もあれば違ったのでしょうか。ただ一
点、謎の化け物？の描写は、うへぇ〜気持ち悪い！が斜め
上いっていて、そこのユーモアさは感じました。意外さ、に
ついてはもう。。粘性を帯びた液体、と、母親の「あのまま
連れてかれればよかったのにね」の台詞です。虚を突かれま
した。その為、高評価としています。

1140 おもひでぽろぽろ 一般審査員I 14 12 12 11 11 60 何歳の時にこの話を聞かされて、何歳から施設にいたのか
わからないですがお母さんひどいな。連れていかれればな
んて。そんな親に育てられなくてよかったと思ってしまっ
たが、施設に入った理由もわからないので。。。それはそう
と宇宙人なんですかね？連れ去ろうとしたのは。二重で怖
い話だな

1140 おもひでぽろぽろ 一般審査員J 15 14 14 15 12 70 主人公は、何から生まれたのか？なにに狙われていたのか
がわからないが、母親の一言が何気なく怖かった

合計 160 148 146 134 150 738

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1238 かたりくち 骸烏賊 一般審査員A 16 15 14 17 13 75 嘘つき・・・・・・ということは実話怪談は語っていない
のか。「ああなっちゃうんだよ」という、老人の一歩引い
た言い方がいい味出してる。嘘つきではあるが（語ってい
る怪談は嘘ではあるが）、本人は怪談のような存在なのだろ
う。嘘ばかり語る内に化け物になってしまったのか。昔話
にいそうなキャラクターだと思った。本物の偽物（あるい
は偽物の本物？）みたいな感じで、頓智が効いていて面白
い。そこまで極めれば、さぞ優秀な「何者か」なのだろ
う。タイトルも秀逸。ところで、テレビを見ている人はど
う思っているのだろうか。まさか、あの時見たあの人じゃ
ないよね？

1238 かたりくち 骸烏賊 一般審査員B 9 8 6 8 8 39 顔全部が口になる現象とそれをなぜか知っている謎の老
人、たぶん怪談師と老人はワンセットでいろんなバーに呼
ばれてる、怪談マジシャンですよ。

1238 かたりくち 骸烏賊 一般審査員C 19 16 14 12 16 77 頭の中で勝手に4コマ漫画に変換しながら、読んでいまし
た。「大声を上げて驚かす」という予想通りの行動と「顔
の全部が真っ黒な口になる」という予想外出来事の対比が
見事でした。情景が想像しやすく、より怖さを感じられた
ので怖さの得点を高めにしました。

1238 かたりくち 骸烏賊 一般審査員D 15 16 17 16 16 80 そういう展開なのか！とちょっとわくわくしながら読んで
しまいました。そして、これは現実にも起きていそうで少
し怖くなりました。嘘をつき続けていると異形の仲間入り
をしてしまうことは本当に起こりそうですよね…嘘に飲み
込まれて、いつか自分自身もその「何か」黒いものに飲み
込まれてしまうのかもしれませんね。

1238 かたりくち 骸烏賊 一般審査員E 19 18 18 17 18 90 自称怪談師のさして珍しくもない、ありふれた話を得意気
にしている様子が見えてくる。終盤に大声を上げることで
驚かすやり口に辟易していたところへ男の顔の変化に怪談
話よりも驚く。もしかすると、この怪談師の実力はこれか
もと勘違いをしてしまいそうな話だ。その変化を見たのは
この話の筆者と隣に座っている老人だけなのだろう。「嘘
つきはね、ああなっちゃうんだよ」うまく説明できない
が、読んでいて頷いてしまった自分がいる。作り上げた話
を実話のように語り続けているうちに真っ黒に飲み込まれ
ていく様が目に浮かぶようだった。じつに怖いと心から感
じた。

1238 かたりくち 骸烏賊 一般審査員F 14 14 15 16 14 73 発想としては面白いと思いました。「お前だっ！」は確か
に古くからある手法で使い倒されてきましたが、わかって
いてもドキッとしてしまう事があります。でも、このお話の
書き手の主さんが驚いたのはその事ではなく、怪談師の男
の口が上下に大きく真っ黒に開いて見えた事だった。一瞬
でもそんな風に見えたら怖いだろうけど、逆に一瞬だと今
のは何だったんだ⁉とか、見間違えだったかも、と思うか
もしれないけれど、横に座った老人の一言で、それが幻覚
じゃないと思わせられる。「嘘つきはああなっちゃう」っ
て…。老人は他の事例も見てきているのか。自分も他人か
らそんな風に見えてしまったら怖い。

1238 かたりくち 骸烏賊 一般審査員G 18 16 15 10 16 75 なかなか意味深な怪談ですね…ある意味深いというか。現
象は気持ち悪いし怖いですけど、最後の老人の一言がなか
なか考えさせられました。その老人はミエたり、感じたり
する人なんですかね？その怪談師の人もこれから何か災い
の様なものが無ければ良いですけど。短編ながら情景が想
像できて、とても面白いなぁと思ったお話しでした。

1238 かたりくち 骸烏賊 一般審査員H 14 13 17 17 16 77 大げさな仕掛けは無いのですが、最後までしっかり楽しめ
ます。怖さ、怪談師を名乗る男に起こるまさかの展開。主人
公目線で見ると、そりゃあギョっとしますよね。そして一
瞬の出来事として収める。上手いと思います。ただ、怪異の
もう少し細かい描写が欲しい所です。インパクトに欠けま
す。鋭さ、情景描写がサラッと表現されていて、淡白なイ
メージ。怪談師の男が怪談を語り始める前の部分、人物描写
が欲しいところです。また、怪異が起こった瞬間をよりえげ
つなくしても良い気がします。新しさ、「こちらから見える
顔の全部が真っ黒な口になった」は、結局現象としては何
なのか明かされませんが、怪異の現し方として斬新だなと
思いました。その為、高評価としています。ユーモアさ、怪
談師の男を指して「どこかで聞いたような凡庸な話。」と辛
辣な主人公。自信満々な怪談師。ラストの老人の身も蓋も
ない一言。面白いですね。という訳で、こちらも高評価に
しています。意外さ、行きつけのバー、怪談師が語る、それ
をほわんやりと聞いている主人公、一見ありがちなシチュ
エーションなんですが、怪異の現し方と老人の「嘘つきは
ね、ああなっちゃうんだよ。」の一言。え？原因ってそこ？
と言うか、あなたは何故そうだと知ってるの？と色々読み
手に推察させる仕掛けに意外性を感じました。

1238 かたりくち 骸烏賊 一般審査員I 11 10 11 10 12 54 嘘つき。。。この怪談師だという男性が怪談師というのが噓
なのか、実話といいつつ実話ではなかったのか。。。一体な
にが嘘だったんでしょうね。嘘ついてたからって口が大き
くなるのはちょっと恥ずかしくてやだなと思いました。

1238 かたりくち 骸烏賊 一般審査員J 12 12 12 15 15 66 嘘つきは、腹黒いというのではなく黒い口に飲み込まれる
という斬新な話だった。

合計 147 138 139 138 144 706

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1182 始まりの地 ファミレス店長
たらすぱ

一般審査員A 16 14 14 16 14 74 こちらもユーモアと怖さがよく両立している。太った女性
が痩せた女性たちにボコボコにされていると想像すると、
少しだけ笑えてくるｗ。そういう意味じゃなくても、それ
はそれで怖いからいいと思った。ただ、そんなに深い怪談
じゃない気がする。淡々と語られているのは、怖さにもつ
ながっていて、とてもいいのだが、単に事実が羅列されて
いるだけの印象も受けた。「宗教」って要素はとてもいい
んだけどね。もう少し詳しい状況がニュースとかで流れて
いたら、マジで怖いかも。もっと現場の臨場感を感じたの
ではないか。タイトルは個人的には微妙だったかな～。

1182 始まりの地 ファミレス店長
たらすぱ

一般審査員B 7 7 8 6 8 36 主婦の1人が派手になって、パフェ食べて太って線香の香り
を漂わせたと思ったら、リンチをするかされるかして宗教
施設で亡くなった。怖さのポイントを教えて下さい。

1182 始まりの地 ファミレス店長
たらすぱ

一般審査員C 14 16 16 12 16 74 何らかの儀式に女性グループが関わっていたと解釈しまし
た。女性のリンチ遺体は、このグループのうちの一人だけ
太っていった人なのか、それともやせ細っていった人たち
なのかは、遺体の数からは分かりませんでしたが、太って
いく女性が生贄のような気がしました。半年以上かけて太
らされて、挙句の果てに儀式の生贄とされて殺されたのか？
と考えると、より怖さを感じました。

1182 始まりの地 ファミレス店長
たらすぱ

一般審査員D 10 10 12 14 13 59 女性たちと最後のリンチ事件との繋がりがあるのかないの
か、と後味が悪い話でした。新興宗教の関係者だったとし
たら、他のママ友グループと明らかに雰囲気が違うでしょ
うし見た目だけで変化している、というのは違和感を感じ
ます。また、その女性たちが事件に関わっているのだとした
ら恐らく５人中の誰か、ということになると思いますが一
人見た目が派手になっていった女性が5人の方たち以外にも
虐げていた人々に復讐されたという可能性も考えられます。
お線香ではなくお香の匂い、というところで宗教を予感さ
せる要素はあったもののその後起こる悲劇と関係があるの
かも曖昧。後味の悪い余韻をた味わう、というほどでもな
くもう少し内容に厚みを持たせて欲しかったです。

1182 始まりの地 ファミレス店長
たらすぱ

一般審査員E 15 17 17 18 17 84 ファミレスの日常を淡々と見て、一つのグループを追って
いるのが面白い。月日が流れるとともにグループの様子が
変化していく様は目に浮かぶようだ。間違いなく一人が
リーダー的存在になっていくのが良くわかるし、たぶん権力
の差が出てきている様子も感じられる。ただ「強烈な、お
香の匂い」はどうなのか、ファミレスとしては来店拒否も
できるのでは？と感じる部分でもあった。だからその日以
来、来なくなったのではないかと思った。リンチ遺体はい
くつだったのでしょう？もし一人だったとしたらリーダー化
した女性が氾濫にあった、として別の視点で面白かったか
もしれない。

1182 始まりの地 ファミレス店長
たらすぱ

一般審査員F 16 16 15 16 16 79 ショートながら、まるでちょっとしたドラマを見ているよ
うな、そんな感じでした。流れが脳内でリアルにイメージ
されて、お話の過程が鮮明に想像出来て、怖面白い作品でし
た。なんとなくの予想は出来ましたが、やはり宗教団体
だったか、と。一人だけが派手になり、いいものを食べ、
どんどん太っていく、というのがまさに、って感じです
ね。でも、最後はリンチされ、殺されてしまったのであろ
う、その一人の女性。私腹を肥やすだけのような宗教だっ
たとしたら、それは信じるに価しないものでしょうね。

1182 始まりの地 ファミレス店長
たらすぱ

一般審査員G 16 16 15 10 16 73 これは人怖なのかなぁ…しかも宗教とかだと闇を感じてし
まいます。お香の匂いも宗教関係でのお香の香りなのか、そ
れとも何かに魅入られてしまっての霊的な現象での匂いな
のか…なんか色々と考えてしまいますね。でも人怖で考え
るとその手の似たような事件とかも過去に聞いた事もある
ので、普通に怖いなぁと感じました。短編の中にも時系列
が分かりやすく、その中での変化などが完結に記してある
のも分かりやすく不気味でした。

1182 始まりの地 ファミレス店長
たらすぱ

一般審査員H 18 17 18 17 18 88 ゾワゾワっと寒気が止まりませんでした。怖さ、ラストの
種明かしの衝撃。一人だけ、派手になり、過食になり、
太っていくのに周りは何故かやせ細っていく。その理由に
思い至った時の恐怖たるや！存分に表現しきってますね。
鋭さ、ここもシンプルな表現ながら7人の女性達が刻々と変
化していく様が容赦ない描かれ方をしていると感じまし
た。「お前達は、その罪、を犯したが故にそのような目に
遭うのだ。」とでも言わんばかりに。新しさ、リンチで死ん
だ女性と言うのが一人だけ派手になっていった女性でしょ
うが、怨念、無念、復讐、のおどろおどろしさが書かれて
いない点です。これぞ怪談、という表現では無いのに怖さが
よく出ています。ユーモアさ、何て事ないママ友のランチ
会。と思わせてからの徐々に雲行きが怪しくなり、、どう言
う事？となりつつ読み進めていくと、、まさかのラスト。嗚
呼、つまりそう言う事なのか！と驚かされると同時に、言
い方何ですが、残りの６人の女性。恐らくリンチに関わっ
ていた。見事に罰？祟り？当たってて滑稽でした。これを
ユーモアと捉えて良いか分かりません。が、少なくとも私
はユーモアを感じました。意外さ、主人公目線で見ると、
奇妙な事が起こってはいるものの、明らかな怪異という程
の事件は起こらずに話しが進み、最後に「翌月、小さな宗
教組織で女性のリンチ遺体が見つかったというニュースが
流れた。」で締めくくる事で、今まで起こっていたことの理
由が明かされる所です。それも、あくまで想像の域を出ない
範囲で。

1182 始まりの地 ファミレス店長
たらすぱ

一般審査員I 11 11 12 10 11 55 １人様子が変わっていった人がリンチされた方なんでしょ
うか。２回読んでみましたがちょっと内容がわかりにく
かったです。あと全然こわくなかったです。でも貧富の差が
でてるからリンチされたのってやっぱりガリガリのほうな
んですかね。

1182 始まりの地 ファミレス店長
たらすぱ

一般審査員J 18 15 15 15 15 78 ヒトコワになる恨みの積み重ねがあったんだろうと思わせ
る怖さが非常に興味深い。

合計 141 139 142 134 144 700

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1150 おれいのめーる あおやまままさ
し

一般審査員A 17 16 16 17 16 82 ユーモアと怖さの両立とは、大体こういうことである。
メールの差出人がちょっと壊れた感じなのもいい味を出し
ている。しかし、どこまでを狙って書いているのかまでは
ちょっとわからなかった。こちらの想像力の働かせ方次第
ではメタな話にも読めるのだが字面どおりかいしゃくして
いいものなのかどうか判断にこまる。こちらがみおとして
いる深さがまだあるようなきがするのだがすこしはんだん
が難しい怪談？　である。いかんな、こちらもメールのテ
ンションに少しえいきょうをうけてしまったようだ。なん
かいもなんかいもよみかえしました。

1150 おれいのめーる あおやまままさ
し

一般審査員B 8 7 8 8 7 38 なんか文章もわざとなのか、ミスなのかがわかりづらい
し、盲腸の快気祝いだから？モツがもう無いっていってる
のか、わからなすぎてちょう難しいですね。

1150 おれいのめーる あおやまままさ
し

一般審査員C 14 18 17 14 14 77 前半は普通のメール、後半から一気に不気味で異様になる
世界観になることから、鋭さに高く点を付けました。途中
でゾンビになってしまったのか…？

1150 おれいのめーる あおやまままさ
し

一般審査員D 13 9 15 15 12 64 どんな展開がくるのかまったく予測できませんでした。何
度読み返しても理解に苦しみます。今までにない展開だった
のでユーモアは高めにつけました。

1150 おれいのめーる あおやまままさ
し

一般審査員E 18 17 17 19 17 88 ひょうひょうとした、つかみどころない話の中に律儀な人
柄が浮かんでくるようです。ところで先輩って生きているん
でしょうか？というか、この方は生きているんでしょう
か？死んだこともわからずに生前の先輩の教えを守って、お
れいのめーるを出しているそんな感じを受けました。よく
考えると少々グロいのですが全体的にユーモアがあって、ぜ
ひこの律儀な方は先輩に、なにか違うなにかをおごってあ
げてほしいものです。もしこの律儀な方と先輩がご存命なら
ば「大丈夫ですよ、ほら、まだ何か残っているのではない
でしょうか」そんなふうに話しかけたくなる作品でした。

1150 おれいのめーる あおやまままさ
し

一般審査員F 13 10 12 11 11 57 ひらがなが多いのはわざとでしょうか？失れい、と書かれ
ているところは失礼と漢字にするとか、入ぐちを入り口と
書く等した方が文が締まって鋭さなんかも上げられるよう
な感じがするのですが。それは怖さにも言える事ですが、
ひらがなが多いと、どうしても怖さが薄れてしまいます。
せっかく自分の臓器を人に食べさせるというブラックな要
素があるのに勿体無い気がします。

1150 おれいのめーる あおやまままさ
し

一般審査員G 18 15 16 10 16 75 ひらがなのタイトルから既になんか薄気味悪さを感じて読
み進めた私。文章の感じや構成や内容、全てが気持ち悪
い！またそう感じさせる書き方の工夫というか、その辺の
上手さも感じた所です。話しの内容の気持ち悪さに拍車が掛
かって個人的には面白いなぁと思いました。内容も最初読
んだ時は⁈だったんですけど、数回読むとゾゾ〜ッ。意味
を考察して鳥肌でした。なので怖さの点では高評価を付け
させて頂きました。

1150 おれいのめーる あおやまままさ
し

一般審査員H 18 17 18 17 17 87 何だかスティーヴン・キングの世界を見せられたような感
覚。私、の狂気に満ちた文面がとても怖いです。快気祝い＝
葬儀？、入り口までお迎え、、は逆。かな？遺体を運び出す
時とか。モツは先輩のものって、カニバリズム？恐ろしっ。
鋭さ、終始主人公が何を言ってるのか種明かしはしない、
自分で考えて。といった印象。エッジが効いてますね。新
しさ、わかり易く霊的現象は起きないのに、主人公が「先
ぱい」を手にかけたであろう事、しかもモツを口にしただ
ろうという描写、末文で主人公は既に死んでいるであろう
こと。順番を間違えると、只訳が分からない話。になって
しまいそうですが、上手く持ってってますね。ユーモア
さ、ブラックユーモア、という受け取り方での高評価です。
口の悪い言い方になってしまいますが、とち狂ってるイ◎
れ程、恐ろしさと同時に面白い存在はありませんから。意
外さ、前半の一見丁寧なお礼のメールから(と言っても本来
漢字であるべき所が、ひらがなになっていて、既に、何だ
か可笑しいぞと違和感はありますが)後半のじつはモツが大
変〜以降の展開。げっ！？。。。こ、れ、は。と冷汗ダラダ
ラでした。意表をつかれましたね。全体を通して、5つの評
価軸のバランスが良く取れていると感じました。

1150 おれいのめーる あおやまままさ
し

一般審査員I 12 12 11 11 11 57 異常さを演出し過ぎでわざとらしく感じてしまいました。
先輩の内臓を食べたということは先輩は死んでいるのです
かね。先輩が死んでるとわかっていながら先輩にメールを
送っているのでしょうか。ただ最後に自分も内臓がないと
書いてるからこの方もなくなってるのでしょうか。それと
もゾンビが襲ったんでしょうかね。

1150 おれいのめーる あおやまままさ
し

一般審査員J 12 14 13 16 14 69 迎えにということにユーモアさがあったところが非常に良
かった。また内臓の行方が非常に気になった。

合計 143 135 143 138 135 694
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1123 脱走 猫科狸 一般審査員A 16 14 15 17 15 77 この怪談の本質はカオスにあると思う。一瞬「どういう状
況ｗ？」と少し笑えるユーモアさがある。また、主人公の
「僕」に対して「女性」の靴を対置することで怖さが際
立っている。しかし、本来両立しえないはずの怖さとユー
モアさとが両立するためには、状況頼みではなく、もう少
し別の切り口から「物語性」を獲得するべきではないか。
なんらかの新しい物語がなければ、「怖さ：面白さ」の配
分が、こちらの想像力次第になってしまう。余談だが、
「女性用のハイヒール」という表現についてだが、個人的
には勝手に赤いものをイメージした。黒より赤の方が怖い
気がするのだが、どうだろうか。

1123 脱走 猫科狸 一般審査員B 5 7 6 5 6 29 私の理解力が足りないせいか意味がわからない話でした。
女性？が部屋にいるのかな、ぐらいしか読み取れず他の出
ていた靴が何をあらわしてるのかわかりませんでした。

1123 脱走 猫科狸 一般審査員C 12 16 18 12 12 70 家の玄関と靴の向きという描写だけで、状況の異常性が表
現されており、斬新だと感じました。玄関という日常的な
空間が使用されており、より状況をイメージしやすかった
です。もし霊が見える人がこの状況を見たら、ハイヒールを
履いている霊が見えたりするのか…と想像し、後から怖さ
を感じました。

1123 脱走 猫科狸 一般審査員D 11 10 14 13 12 60 自宅でこんなことが起きたら私も家に入りたくないです。そ
して見覚えのないハイヒールをどう処分したらいいものか
頭を抱えるところまえ想像できました。だけど、次に家に
帰った時に何事もないように玄関か片付いて、ハイヒールも
消えていたとしたら…？そうやって少し余韻を楽しむこと
ができました。怖いというより不思議なお話だと感じまし
た。

1123 脱走 猫科狸 一般審査員E 18 15 17 17 17 84 散らばった靴と部屋の中を向いているハイヒール、玄関の
状況から怪異か空巣か。どちらにしても身の危険を感じる
には十分。目に飛び込んできたビジョンに短時間で部屋に
入らない決断を下した彼は、様々な想像がものすごい速さ
で頭の中を駆け巡ったのだろうと同情すらしてしまう。玄
関を開けた瞬間の様子は、チョット何ですかこれ？と、お
もしろくもあり一呼吸置いて靴の向きを見つめているうち
に、ゾワッとくる感じが伝わりました。この後、彼はどう
したのか気になるとこはあるけれど、まず玄関の扉を閉じ
たのだろうと想像を掻き立てられました。

1123 脱走 猫科狸 一般審査員F 14 13 13 14 13 67 自分の留守中に履き物が全部飛び出ていたら怖いし気持ち
悪いですね。極めつけは、持っていた覚えのない女性用の
ハイヒールがそこにあったという事実。このお話の主は男
性だろうから、ハイヒールは気持ち悪いでしょうね。誰か
が入り込んでいたとしても、怪奇現象だとしても、どちら
にしても気味が悪い。怪奇現象だったとしたら、履き物達
の間で見知らぬ異物のハイヒールがやって来て、他の履き物
達は逃げ出そうとしたのでしょうか？不思議で謎なお話で
した。

1123 脱走 猫科狸 一般審査員G 18 15 15 10 15 73 その現場に自分がもし居たら…と考えると普通に怖い！！
そして数回読んで話を咀嚼してみると、その現象にどんど
ん怖くなる！シンプルだけどめちゃくちゃ怖い！特にヒー
ルの件。完全に家の中に入ったって事ですよね⁈それは入
らずに逃げて正解かと。しかしそこ、曰く付きの部屋だっ
たんですかね？他にも何かありそうな感じもする、色々と
考察が広がる面白お話しだったと思います。なので怖さの点
は高評価を付けさせて頂きました。

1123 脱走 猫科狸 一般審査員H 17 17 18 18 17 87 上手くまとめましたね！読みやすかったです。怖さ、最初泥
棒でも入った？と思わせてからのハイヒールだけが何故か
玄関に、、という所で、嗚呼、確実に部屋にいるよね、、と
示唆しているのが怖いです。主人公、引き返して正解！鋭
さ、説明的な描写が一切無く最小限の表現で、最大限の効
果を出していて、高評価としています。新しさ、靴で怪異を
表現するのに、こういった形を取るのは初めて目にしたの
で、こちらも高得点つけています。ユーモアさ、主人公が努
めて冷静に目の前で起こっていることに対処している所で
す。中にいるであろう女の幽霊からしたら、いや！驚かんの
かい！でしょうね。意外さ、これも帰宅したら靴箱から靴
が飛び出している、が、女物のハイヒールだけが部屋の中
を向いている、というかなりシュールな状況と、さっと引
き返す判断をした主人公。出番無しの幽霊。意外でした！

1123 脱走 猫科狸 一般審査員I 12 12 13 12 12 61 自分の靴は外から帰ってきた自分のほうむいている。知ら
ない靴は家の中を向いている。ということは、知らない人
が家の中にいるということ。それを靴が教えてくれている
のか、家の中にいる何ものかが靴をそんな風にそろえたの
か。。。意図がわからないだけに恐怖ですね

1123 脱走 猫科狸 一般審査員J 15 14 15 15 14 73 ヒトコワとして、ストーカーなのか強盗のようなものなの
かを想像させるシンプルに怖い話だった

合計 138 133 144 133 133 681

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1126 来訪 一般審査員A 15 14 14 16 15 74 状況設定はいいと思う。チャイムをしつこく鳴らしてくる
やつはどんなやつでも怖いもんｗ。ただ、こちらの想像力
まかせな部分が多く、その点が怖さを減らしている。私
だったら警察に通報するかな、とりあえず。本当にやばいや
つだったらチャイムすら鳴らさないということを考える
と、チャイムという要素がそこまで生かされていないかも
しれない。なんにせよ、こちらの想像内容次第では、全く
怖くない怪談になってしまうのが欠点である。ただ単に、
一人暮らし引きこもりの息子（もしくは娘）の様子を家族
全員で見に来たとか、単なる嫌がらせとか。

1126 来訪 一般審査員B 9 8 5 6 5 33 明らかに、お父さんでは無い存在がいるのがわかりますが
ありがちな多重に聞こえる声で怖さをアピールするのは正直
言って、キツイです。

1126 来訪 一般審査員C 16 19 16 16 16 83 チャイムを鳴らしていたのは幽霊なのか人間なのか…。お
父さんという最も近しい親類を騙って入ろうとしてくる、
辺りにドアの向こう側の存在の邪悪さを感じます。最後の1
文の「同時に複数の声がした。」で、一気に状況を日常から
非日常にひっくり返してくれている点に、鋭さを感じたの
で得点を高く付けさせて頂きました。

1126 来訪 一般審査員D 12 11 14 16 14 67 ドアの外にいたのは一体誰だったのでしょうか…なぜ「お
父さん」なのでしょう。この方の本当の「お父さん」は生
きているのか、もう鬼籍に入っている方なのか。この方の
家になぜ入ろうとしていたのか。細かいところは気になる
ものの、短編としてさくっと楽しめるお話だと思いまし
た。

1126 来訪 一般審査員E 15 16 17 19 18 85 読み終えた後笑いが込み上げてきた。一妻多夫なの？実は
子どもが知らないだけで、お父さんはたくさんいるのかも
しれない。みんなで揃って子どもに会いに来るなんて、と
ても愛情深いと感動してしまう。でも違うのでしょう、こ
れは。たぶんドアは開けないほうがいい状況、だけど確認
もしたい悪友のいたずらということもありうるし。いろい
ろなパターンが浮かんでくるシチュエーションだなと感じ
た。しかしこれはこれで、やっぱり面白い。しつこく鳴ら
されたチャイムの数だけお父さんたちは存在していると思
う。感動のご対面のシーンが見えてくるようだ。

1126 来訪 一般審査員F 15 13 14 15 15 72 生きている人間の誰かの悪戯だとしても昼寝の邪魔をされ
るのは嫌ですね。チャイムが鳴っても、出るのがめんどう
くさいのはよくわかります。電話だったら出ない事はよくあ
りますしね。この訪問者は本当に生きている人間の悪戯
か、それとも何か怪しの類いか。同時に複数の声がしたら
たぶん怖いんだろうけど、ちょっと笑えました。なんでや
ねん、と、ツッコミを入れてしまいそうです。ユーモアと意
外性は高いですね。

1126 来訪 一般審査員G 16 14 14 10 14 68 状況からすると、霊的な感じの話しなのかな？お父さんは
本当に尋ねて来ていて、お父さんの声に被さるように他の
何かの声がしたのか？それともそもそもお父さんは来てな
くて、お父さんになりすました霊的な何かが来ていたの
か⁇色々と状況が考えられて怖いですよね…そしてその後
どうなったのかも気になる所でした。また色々ともっと深
掘りしたい話だなぁとも感じました。

1126 来訪 一般審査員H 14 13 13 16 15 71 これは、、なかなか評価に迷う作品でした。というのも、作
者の表現したかったものが私には今一つ理解できなかった
もので。。怖さ、複数の「おとうさんだよ。」と呼びかける
声、確かに怖いです。とは言え、何者かを推察する要素が無
さ過ぎて、怖さより、戸惑いの方が勝ってしまいました。
もう少し、謎の来訪者の描写を増やしてはどうかと感じま
した。鋭さ、これも弱い。話しが淡々と進みますが、主人
公の言動の表現と、同時に複数の声がしたまでの流れが淡
白ですね。主人公の何気ない日常が非日常へと変わる瞬間
を表現に取り入れてみるのも有りかと。新しさ、極めてコ
ンパクトにまとめ上げて、怪異を表現している点では確か
に新しさも感じるのですが。なんせ、情報量が少な過ぎ
て。同時に複数の声がした、で締めくくるのも、「おとう
さん」が何者なのか判断するのに、読み手の側にかなり推
察力が無いと難しいですね。ユーモアさ、ここは呑気に昼
寝して寛いでた主人公、チャイムがなってもめんどくさい
と出たがらず、と人間味ある表現と翻って突如現れる複数人
の「おとうさんだよ」の不気味さ。何故か笑ってしまいま
す。なので、ここは点数高めにしています。意外さ、締めく
くり方ですかね。ラスト、あ、そこで終わらせるんだ！？
と驚きました。大胆な幕引きでしたね。

1126 来訪 一般審査員I 11 12 11 11 11 56 お父さんは亡くなってるの？周りの声は誰なんでしょう。
それとも今はやりの特殊詐欺？（笑）どちらにしても怖い
ですよね。開けなくて正解だと思いました。生きてる人が
１番怖いので、本物のお父さんが友達と尋ねてきただった
らいいのにな

1126 来訪 一般審査員J 15 15 12 13 15 70 人怖かと思わせて、複数の声が混ざった返事というのを読
んだときにゾワッとするヒトではないナニカなのかという
ところに怖さを感じさせた

合計 138 135 130 138 138 679

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1197 おいしい給食 エビマヨ 一般審査員A 18 16 13 10 14 71 意味が分からなかった分、逆に怖かった。タイトルが「お
いしい給食」なのも怖い。モトキ君の状況次第では、怖い
話よりも悲しい話になってしまうので、ユーモアはまったく
感じられない。逆に言えばそこが切り口の鋭さにつながっ
ている。なんにせよ情報が少なく、何系の怖さなのか判断
に困った。ちなみに、今晩の私の晩御飯はカレーでした
（マジ）。私もルーとご飯を先に混ぜてから食べます。食後
にこの怪談を読みました。お母さん云々は昔の話だよね？
　ゲップの反動でカレーが出ちゃったとかで、照れ隠しで
そう言っただけだよね？　ねえ、お願いだよ、そうと言っ
てよ。怖いから。ねえってば。

1197 おいしい給食 エビマヨ 一般審査員B 6 5 8 7 8 34 ただの気持ちが悪い話か消化不良を起こしてしまう病気の
人の話ですね。あとカレーならワンチャン飲み込めるや
ろ。

1197 おいしい給食 エビマヨ 一般審査員C 16 20 18 18 16 88 ヒトコワ系に分類されるのかと思いますが、カレーの食べ
方だけでここまで怖さを演出できるものなのですね。最後
のモトキ君の「何でも口で細かくしてから食べるんだ。家
だとお母さんがやってくれるんだけどね」のセリフで、そ
れまでの日常的な給食時間が一気にホラーに変わっていく
描写は斬新だと感じました。一方で状況を俯瞰して見る
と、シュールさも感じたのでユーモアさの得点も高めに付
けました。

1197 おいしい給食 エビマヨ 一般審査員D 10 15 14 12 14 65 これはとても気持ちが悪い…自分が噛んで細かくするのは
分かりますが、吐き出して誰に食べさせるつもりだったん
でしょうか。というより、これは怪談ですか？

1197 おいしい給食 エビマヨ 一般審査員E 18 16 17 15 17 83 鳥の子育てを思い出すような作品、これは時代にもよる
が、もっと幼い離乳食の頃に母親がとる行動の一つだと記
憶している。さすがに給食でこの行動をとるかは別、さら
に自分で吐き出したものを食べるのはまた違う話だが、な
んだか子育てを間違っている気さえする。モトキ君のお母
さんは大丈夫なのだろうか、そちらの方に気がいってしま
う。まさかお母さんは鳥ではないでしょうね。そう思うと
見かたがちょっと変わってくる、人ではない者に育てられ
ているのも知れない。これは意外な結末があってモトキ君
もいつかは飛び立つのかもしれない。

1197 おいしい給食 エビマヨ 一般審査員F 14 14 14 15 15 72 怖いというよりも、気持ち悪さをより強く感じさせるお話
でした。まあ、家でやっていただく分にはいいですが、そ
れを外でもやらないで欲しい、そんな感じですね。せっか
く友達として仲良くなれそうかな、と思ってもドン引きで
すよね。離乳食とか、まだ赤ちゃんのうちは、確かにそう
いう食べさせ方は昔はよくあったとは思いますが、今もよ
くあるかどうかはわかりません。ですが、虫歯がそういう
食べさせ方をする事で親から子に移ってしまう、という事
がわかってからは減ったかもしれません。何れにせよ、小
学5年生になってその食べ方を続けているのは怖い。次から
カレーを食べられなくなりそうですね。

1197 おいしい給食 エビマヨ 一般審査員G 17 16 17 10 17 77 最後のオチでえ〜っ！！！何それ⁈みたいな。これは人怖
ですかね⁈普通に気持ち悪い！そしてそのオチを普通に話
してる感じも気持ち悪い。なんかもう全て気持ち悪いで
す！まぁ良い意味でですけど。ちょっと理解し難い終わり
方も含め色々とビックリしたので、意外性を高評価とさせ
て頂きました。なんか友達としても今後どう付き合ってい
けば良いのかとか考えちゃいますね…そして今後の動向も
興味あります。

1197 おいしい給食 エビマヨ 一般審査員H 12 13 16 13 17 71 うーん。申し訳ないですが、怪奇とは違う気がします。不気
味さや狂気は感じますが。とにかく、「気持ち悪い」印象
です。怖さ、モトキ君の行動が不気味ではありますが、その
原因となっているもの、例えば何某かの祟りであるとか、
単なる奇行では無いという描写がない為、怖さが薄れてし
まっています。これが、母親のかけた呪いだった、の様な怪
奇の部分の表現があればな、と感じました。鋭さ、前半の
学校での日常の様子が少し長いです。後半の展開の為の布石
でしょうが、モトキ君がどういう風体か、給食が出てくる
場面、主人公はカレーを全部混ぜてから食べる、等比較的
のんびりした描写で、その上での終盤のモトキ君の行動へ
と繋がるので、全体的に間延びしてしまっていると感じま
した。新しさ、明確な怪異が起きない。けれどラストにそ
ういった表現で不気味さを出す、という点では新しさを感じ
ました。ユーモアさ、「何でも口で細かくしてから食べる
んだ。家だとお母さんがやってくれるんだけどね」
ここの表現をどう受け取るかで評価分かれますね〜。ブ
ラックユーモアと取るか、気持ち悪さと取るか。私は後者
だったので点数は低めにしています。前半の学校生活の部分
で、主人公の個性やモトキ君のキャラをより明確に表現し
てみたらどうでしょうね。意外さ、ここはもうモトキ君の
奇行と、家ではいつもお母さんがやってくれている、の台
詞。あまりにも不可解すぎる締め方、です。

1197 おいしい給食 エビマヨ 一般審査員I 15 11 10 10 10 56 汚いなぁ(笑)赤ちゃんが離乳食の時期にかみ砕いたものを与
えたりする方がいらっしゃいますが、あれは本当に汚いし
怖い。口の中の菌を抵抗力の低い赤ちゃんに移してるし、
なんなら虫歯菌も移っちゃうし。赤ちゃんですらそんな感
じで怖いのに小’５の子にやってるなんて。。。外食の時も
やってるのかと思ったらぞっとします。そしてそれを自分で
学校給食でやってしまう恐怖。この後、この子は食事に関
して生きづらくなるのではないかと思ったら親が怖いな
と。

1197 おいしい給食 エビマヨ 一般審査員J 12 12 14 12 11 61 食事中にかかるブラックユーモアとして、非常に後味の悪い
話だった

合計 138 138 141 122 139 678

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1169 となりは何をする人
ぞ

平中なごん 一般審査員A 16 14 14 15 14 73 「僕の見たものはなんだったんだろうか？」またまた～。
なんとなくわかってるくせに～。いやいや、きっと見間違
いに違いない。この手の「昔の事件が今も時々見えること
がある」というのは実話・創作に限らず怪談の鉄板で、新
しさや意外さは特にない。この種類の怪談で、より一層怖
い怪談はごまんとある。ただ、短さも考慮するとそこそこ
怖い怪談なのではないか。あと、個人的には「深夜の受験
勉強」というのがツボだった。自分だったら「受験の邪魔
すんなよ！」って怒りで怖さを忘れると思った。なんにせ
よ、受験に影響がなかったことを祈る。

1169 となりは何をする人
ぞ

平中なごん 一般審査員B 9 8 6 7 9 39 とりあえず見つかった遺体は、数年前に住んでいた人に関
係のある遺体だから逮捕されたってことだから、見たのは
幻覚か亡霊かわからんけど、昔の映像って事でしょ。さす
がに遺体を埋めた直後に池を掘ろうとは思いませんよね。

1169 となりは何をする人
ぞ

平中なごん 一般審査員C 14 14 14 12 14 68 前の住人が死体を埋めた数年前の過去の状況が見えてし
まったということですよね。埋められた女性からのメッ
セージだったのかもしれませんね。

1169 となりは何をする人
ぞ

平中なごん 一般審査員D 11 14 12 15 13 65 終わり方が謎かけのようでちょっと面白く感じてしまいま
した。それまでの展開は不思議で少し気持ちが悪い流れだ
と思いました。この女性が、自分が埋められた時間に何度
も繰り返してしまっているのだとしたら早く見つけて欲し
かったのかもしれません。さぞ無念だったことでしょう。
結果的に見つけてもらえたので安心して欲しいと思います。
最後の一文を少し表現を変えればもう少し怖さを残して読
めたと思います。

1169 となりは何をする人
ぞ

平中なごん 一般審査員E 18 16 16 18 16 84 夜更けになにやらコソコソ庭を掘っている姿を見たらゾッ
とするでしょうね。誰にも言わず自分の中にだけ閉じ込め
ていたとなると、妄想が恐怖を大きくして一人で怖くなっ
ていく受験勉強どころではないでしょう。一月後に白骨遺
体が見つかり犯人も逮捕されたのに納得していない、やは
り自分の見たものは何か知りたい、ということは、彼の恐
怖は続くんだと思った。犯人が以前住んでいた場所に埋め
るため白骨化するまで埋めに来なかったのは運ぶときの軽
量化？かしらと思うと面白かった。それとも被害者は元々
埋められていたけれど、たまたまこの受験生に見せつけた
かったのかと考えると運が悪かったとしか言いようがな
い。

1169 となりは何をする人
ぞ

平中なごん 一般審査員F 15 14 15 13 15 72 なかなか面白い作品でした。確かに、深夜、一人でいる時
にすぐとなりの家で物音がしたり、ましてや庭を掘り返し
て何かを埋めているような怪しげな様子を目撃してしまっ
たら誰にも言えないし、怖いだろう。1ヶ月後にとなりの人
が庭を掘り返したら、数年前に殺された女性の白骨遺体が
見つかった、というのは不思議で意外性にも繋がるところ
ですが、前の住人は逮捕されて生きているから霊ではな
い。とすると、バレないだろうか、という不安の念だった
り、土地の記憶を見てしまったのでしょうか。となりの家
の住人もとんだ災難ですね。

1169 となりは何をする人
ぞ

平中なごん 一般審査員G 16 15 15 10 15 71 確かにタイトル通りな感じで…その人が見たモノは何⁈で
すね。でも状況からすると、霊的な感じがするので女の人
が見つけて欲しくて見せたものなのかなぁ？なんても思っ
てしまいました。しかし白骨って事はずーっとそこに埋まっ
ていたって事なんですもんね…よくよく考えると気持ち悪
い。よく今まで変な事とか起こらなかったなぁと思ってし
まいました…がでも本当は何か起こっていたりして⁈色々
と考察しがいのあるお話でもあると思いました。

1169 となりは何をする人
ぞ

平中なごん 一般審査員H 15 13 17 17 15 77 起承転結。無理の無い展開で読みやすかったです。怖さ、や
や弱いと思います。確かに、深夜に黒い人影が恐らくは死体
を埋めているのを目撃してしまい、後々それが現在進行形
のものではなく数年も前に起こった事だと分かる場面な
ど、怖さはあるんです。ただ、もっと主人公が感じた恐怖
や、危うく人影に気づかれそうになる、等の描写が欲し
かったです。鋭さ、ここもやはり弱い。全体的にあっさりと
した文章構成だと感じた為です。読みやすい分、鋭さに欠け
るというか。人影が土を掘り返す時に何か鬼気迫るものを
描く、一月後に白骨が見つかるまでのあいだの、主人公の
誰にも話せないもどかしさ、を入れてみても良かったかも
しれません。新しさ、事件が数年前に起こったとラストで
分かる点から、黒い人影は幽霊ではなく残留思念のような
ものかと思いましたが、一方で、埋められていた女性の
「私はここに埋められている。早く見つけて。アイツを捕
まえて。」という怨念？かもしれないとも思え、どうとでも
捉えられる展開に新しさを感じました。その為、高評価と
しています。ユーモアさ、主人公、受験生というからにはま
だかなり若いんでしょうが、物音が気になって覗くも、え
らいもん見てしまって布団に潜り込む。人間くさくて良い
ですね。あとはやはり昨晩見た人影が恐らくは人を殺めて
埋めたであろう事、が、実は事件そのものは数年も前のも
のであった。というオチも、不謹慎かもしれませんが面白
いです。意外さ、怪異には違いないのに、結局幽霊という訳
でもなさそう、、まさに「僕の見たものはなんだったんだろ
うか？」です。

1169 となりは何をする人
ぞ

平中なごん 一般審査員I 13 12 11 12 11 59 死体が追体験を見せたのですかね。発見してもらって家族
の元に帰りたかったんですかね。でも当てが外れてしまっ
たんでしょうね。かわいそうなご遺体。でも新しい住人が
たまたま池を作ろうとして。。。池を作りたくなったのはた
またまなのかな？いろいろ想像させるお話です。

1169 となりは何をする人
ぞ

平中なごん 一般審査員J 13 14 14 13 15 69 過去の映像を主人公に無念を思いが見せたのかと思って、
シンプルな怖さがあった

合計 140 134 134 132 137 677

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1132 死にかけ ぷぷぷ 一般審査員A 15 16 13 13 13 70 誰でも一度は経験したことがありそうな怪談で、正直、新
しさや意外さはまったくないと思う。ただ、経験した本人
にとっては重要な意味を持つものだと思うし、自分にもそ
んな経験がある。この切り口が逆に鋭いのではないかと
思った。また、起こっていること自体はわかりやすく、こ
ちらが想像する負担は少ない。「色々と敏感」はもう少し
掘り下げてもよかったかもしれない。真っ黒い人とぶつか
らなかったら溺れたままだったことを考えると、その後の
ご自身の気持ちは重要なことだと思うから。書き方次第で
はもっと怖く、深い怪談になった気がする。

1132 死にかけ ぷぷぷ 一般審査員B 10 9 7 6 7 39 実際には居なかった人にぶつかった。という言い回しより
は、あの時水の中で間違いなく黒い人影はいました。って
言った方が面白くなると思いました。

1132 死にかけ ぷぷぷ 一般審査員C 12 12 18 12 12 66 真っ黒な人は結局良い存在だったのか、悪い存在だったの
か…。敏感になったのは、霊感とか？独特な世界観を感じ
たので、新しさに点を高く付けさせて頂きました。

1132 死にかけ ぷぷぷ 一般審査員D 11 9 12 12 13 57 作品の冒頭に報告を入れて字数を使ってしまうのは勿体な
い。実体験かと思いますが、起きたことを伝えたい気持ち
は伝わりますが読んでいるこちら側と温度差が出来てしま
い、怖さをあまり感じられませんでした。最後部分で余韻
を持たせて次回へ続く、的な要素は面白いと思いますがも
う少し落ち着いて書いていただけると読む側・聞く側も楽
しめると思います。

1132 死にかけ ぷぷぷ 一般審査員E 18 16 15 15 17 81 「全身真っ黒な人」は助けてくれたのでしょうか。なぜ、
真っ黒なのか「それ以来・・色々なことに敏感になってし
まった」どんなことが起きたのか、そっちの方が気にかか
りました。ただ、子どもとしては溺れかけてパニックに
なっていることや全身が黒いというだけで恐怖に値するで
しょう。深読みして「全身真っ黒な人」はぶつかったので
はなく、引きずり込み損ねたのかもしれませんね。色々な
ことに敏感になってしまったのも波長を合わせて目印をつ
けるため。そして、機会を待っているのかも次は失敗しな
いように。そう思うと何だか怖くなってきました。

1132 死にかけ ぷぷぷ 一般審査員F 14 12 13 12 11 62 ショートは文字数も限られるので、表現するのも難しいの
ですが、文字数が限られるだけに、冒頭の2回目の投稿で
す！の説明文は勿体ないかな、という気がします。幼い頃の
体験談だと思いますが、実際には存在しない真っ黒な人影
とプールでぶつかって、それ以来敏感になってしまったので
すね。それは怖いだろうな、とは思いますが、文章にする
ならもう少し工夫が欲しいですね。

1132 死にかけ ぷぷぷ 一般審査員G 17 14 15 10 18 74 怖いと言うより、内容的には「良かったね！守護霊？」と
いう話しではあったのですが、末文に惹きつけられたとい
うか、なかなか意味深な終わり方だったのでめちゃくちゃ
興味深々でした。なので、意外さに高得点を付けさせて頂
きました。話の構成も読みやすく、短編ながらも状況描写
がすごく伝わり臨場感も感じられてとても面白かったです。

1132 死にかけ ぷぷぷ 一般審査員H 16 15 16 17 15 79 かなり短い作品。思い切りましたね。文字数、まだまだか
なり余裕があったにも関わらず。怖さ、ここはもう、真っ黒
な人とぶつかった、事と、それ以来色々な事に敏感になっ
てしまった、の一文でしょう。鋭さ、起こる事象の表現が
テンポよく過剰に怖がらせるでもなく、進んでいる。過不
足ない印象。新しさ、短文でしっかり怖さを表現しながら
も、真っ黒な人とぶつかったという事実以外の情報が無
い。読み手にアレコレと考察させるパターン。マイナスにな
る場合も多々ありますが、この作品はその点成立している
と感じました。ユーモアさ、主人公の語り口調が何だか幼
い子供が大人に、自分が体験したことを必死に説明してい
るような感じで、ちょっとフフッとなりました。そこから
のラストの一文。センスを感じます。意外さ、ここも主人公
が真っ黒な人に取り憑かれる、ではなく、多分その後に霊
感に目覚めた、、のかな？という締め括り方ですね。

1132 死にかけ ぷぷぷ 一般審査員I 11 13 14 12 13 63 実話なのだろうなと思う文章でした。黒い人はご先祖様
だったのかな。ご先祖様でもそうではなくても助けてもら
えてよかったなと。無事で本当によかったですとほのぼの
温かくなるお話でした。情景も想像しやすくわかりやすい
文章でよかったです。

1132 死にかけ ぷぷぷ 一般審査員J 12 15 14 13 14 68 心霊体質になるキッカケとして、非常に興味深い話だった
合計 136 131 137 122 133 659
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